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視 察 報 告 書 

 

 

報 告 者 氏 名 お だ ぎ り  た か し  

 

１  委 員 会 名  

  議 会 運 営 委 員 会  

 

２  期   日   

令 和 ６ 年 １ ０ 月 ２ ８ 日 （ 月 ） ～ １ ０ 月 ２ ９ 日 （ 火 ）  

 

３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

（ １ ） 石 川 県 金 沢 市  

・ 子 ど も 議 会 教 室 に つ い て  

・ 通 年 議 会 に つ い て  

（ ２ ） 新 潟 県 上 越 市  ２ 日 目  

・ 議 会 改 革 の 取 り 組 み に つ い て  

４  所 感 等  

（ １ ） 石 川 県 金 沢 市  

・ 子 ど も 議 会 教 室 に つ い て  

 市 施 行 ６ ０ 年 ま で あ と ３ 年 、 現 総 合 計 画 実 施 計 画 ５ 年 目 と な る

現 状 を 踏 ま え 、 市 議 会 の 役 割 や 機 能 の さ ら な る 発 揮 と 新 し い 時 代

へ の 発 信 に つ な が る 取 り 組 み の 参 考 に な っ た 。  

 金 沢 市 議 会 の 取 り 組 み で は 、小 学 生 を 対 象 と し て い る こ と か ら 、

意 見 交 換 の 深 ま り な ど に 課 題 は あ る と 捉 え る 。 し か し 議 会 が 積 極

的 に 扉 を 開 き 、 様 々 な 年 代 に 議 会 や 議 員 の 疑 似 体 験 で き る 環 境 を

整 え る 取 り 組 み は 大 変 興 味 深 か っ た 。  

い っ ぽ う 、 毎 年 恒 例 行 事 に し て い る こ と や 、 仕 組 み 上 、 議 会 事

務 局 の 事 務 負 担 の 増 大 を 招 い て お り 、本 市 議 会 で 導 入 す る 場 合 は 、

目 的 、 そ の 目 的 に 照 ら し た 世 代 の 選 択 、 内 容 の 精 査 、 取 り 組 み 後

の 意 見 徴 収 の 仕 組 み 、学 校 行 事 等 と の 十 分 な 調 整 が 必 要 と 考 え る 。 

・ 通 年 議 会 に つ い て  
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 本 市 議 会 で は 、 過 去 、 通 年 議 会 の 導 入 の 是 非 を 議 論 し 、 導 入 し

な い こ と を 全 会 一 致 で 確 認 し て き た 。  

今 回 改 め て 導 入 さ れ た 金 沢 市 議 会 で の 取 り 組 み を お 聞 き で き た こ

と は 、 大 変 有 意 義 だ っ た 。 本 市 議 会 の 場 合 、 議 案 採 決 結 果 や 、 討

論 本 数 、 そ の 他 行 事 と の 調 整 、 と り わ け 行 政 事 務 の ス ム ー ズ な 執

行 を 考 慮 す れ ば 、 本 市 議 会 の 場 合 は 、 通 年 議 会 の 導 入 と い う 目 新

し さ を 追 及 す る よ り 、 今 の 議 会 運 営 や 中 身 を さ ら に 深 め 合 い 、 互

い に 切 磋 琢 磨 し 、 有 意 義 に す る こ と が 重 要 で あ る こ と を 改 め て 認

識 で き た 。  

・ そ の 他  

 本 市 は ベ ッ ド タ ウ ン で あ る こ と か ら 、 市 長 が 進 め る 「 観 光 （ 交

流 人 口 ） 優 先 行 政 」 に 対 し て は 強 く 批 判 的 立 場 で 対 峙 し て い る も

の の 、 金 沢 市 は 新 幹 線 駅 か ら 徒 歩 １ ０ 分 以 内 の 距 離 に 道 幅 ４ メ ー

ト ル 以 下 の 道 路 網 が 縦 横 に 存 在 す る 「 町 屋 」 が 今 で も 多 く 、 広 く

存 在 し 、 そ の 作 り 込 み （ 写 真 参 照 ） は 本 市 で も 参 考 に で き る と 思

わ れ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

金 沢 駅 近 く の 高 層 マ ン シ ョ ン や ホ テ ル 群 と も 近 距 離 な が ら 、 残 存

し て い る 町 屋 風 景 と 、住 宅 改 修 時 に 外 壁 へ の 工 夫 を さ れ て い ま す 。 

む き 出 し の 電 柱 と 周 辺 の 電 線 を 町 屋 の 雰 囲 気 か ら 目 立 た せ な い 工

夫 （ 衝 突 防 止 対 策 （ 黒 色 と 黄 色 の 表 示 ） は ア リ ） を し て い ま す 。  
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「 瓢 箪 長 」 に ち な み 、 個 人 住 宅 の 入 口 に さ り げ な い 飾 り や 、 新 し

い ホ テ ル 建 設 時 に 、町 屋 の 通 り の 風 情 を 活 か す 外 壁 飾 り を 実 施 し 、

一 体 感 が 出 て い ま す 。民 間 住 宅 な が ら 、窓 部 分 に 木 造 の 飾 り つ け 。

宅 内 の 通 気 性 は 不 明 で す が 、 一 気 に 歴 史 観 が あ ふ れ る 見 た 目 に な

り ま す 。  

 

（ ２ ） 新 潟 県 上 越 市  ２ 日 目  

・ 議 会 改 革 の 取 り 組 み に つ い て  

 議 会 運 営 上 の 課 題 を は じ め 、 市 民 の 期 待 に 対 す る 到 達 な ど を 踏

ま え 、 議 会 基 本 条 例 の 見 直 し 、 そ れ に 付 随 し た 議 会 報 告 会 や 市 民

と の 意 見 交 換 の 場 の 設 置 な ど の 努 力 に は 大 変 感 銘 を う け た 。  

い っ ぽ う 、 「 『 会 派 』 が な ぜ ２ 名 以 上 と し た の か 」 、 「 議 員 全

員 が 参 画 し た 議 会 運 営 を な ぜ 図 る の か 」 、 「 思 想 信 条 、 政 策 の 違

い だ け に 固 執 せ ず 、 な ぜ 政 策 的 一 致 点 を 模 索 す る の か 」 な ど 、 本

市 議 会 の 歴 史 に 裏 付 け さ れ た 特 徴（ 値 打 ち ）を 風 化 し 、そ れ が「 当

た り 前 」と な っ た 議 会 の 現 状 し か 知 ら な い 議 員 が 数 多 く 占 め る 今 、

改 め て 議 会 基 本 条 例 を 学 び 、 不 断 に 努 力 す る こ と の 重 要 性 が 高 ま

っ て い る こ と を 痛 感 し た 。  

 上 越 市 議 会 で 、 議 会 報 告 と 市 民 と の 意 見 交 換 を 切 り 離 し 、 さ ら

に 意 見 交 換 の 「 場 」 に つ い て 、 「 深 め る 場 」 と 、 「 と に か く 気 軽
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に 意 見 を お 聞 き す る 場 」 と 分 け ら れ て 取 り 組 ま れ て い る こ と は 興

味 深 か っ た 。 本 市 で も ２ つ の 私 立 大 学 の 現 場 に 議 会 と し て 出 か け

て 意 見 交 換 す る こ と や 、 民 生 委 員 、 商 工 会 、 指 定 管 理 者 の 委 託 事

業 者 な ど 様 々 な 団 体 や 世 代 と 意 見 交 換 で き る よ う に な れ ば さ ら に

意 義 深 い も の に な る と 思 わ れ る 。  

 

会 は 、 本 市 議 会 で も 大 い に 参 考 に で き る ヒ ン ト が 数 多 く あ り 、 取

り 入 れ ら れ る ポ イ ン ト を 精 査 し た い 。  


